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ふくふくファンド 2007 年度 助成事業報告書 

 

２００８年３月２８日 

 

団体名（ふりがな）みやぎ夢燈花（ゆめとうか）   

事業名  「みやぎ夢燈花２００７」のパネル展示会   

連絡担当者お名前（ふりがな） 石田 優光（いしだ まさみつ）   

 担当者 電話               ＦＡＸ  

 

     E-Mail  

助成金を使って行った事業について、記述してください。 

（活動の様子の写真や、関連資料などありましたら、あわせてお送りください） 

 
去る２００７年６月９日、みやぎ NPO 夢ファンドのご支援、並びに南中山地区の市民のご理解をいた

だき、「みやぎ夢燈花 2007」を開催することができました。開催地である南中山地域住民の方々を中心

に多数ご来場いただきました。また、多くの方々に、好印象をもっていただけました。 

皆様の記憶に新しいうちに、会の活動をご理解いただくための広報の機会を設けました。実際「みや

ぎ夢燈花 2007」の会場に足を運んで下さった方々は、当会に興味を持ってくださっている方々と言える

と思います。今回のパネル展示会でパンフレットを配布し、会の趣旨や理念を理解してもらい、会員に

なっていただくことを期待して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

「いけだ夢燈花」より「みやぎ夢燈花」に炎が     南中山小学校の校庭に１７００の灯花の輪 
  
南中山文化祭に参加して・・・パネル展示会の開催 

２００７年１１月３日（土）・４日（日）の両日、南中山市民センターで恒例の南中山文化祭が開

催され、私たち「みやぎ夢燈花」もパネル展示会を行いました。内容はほぼ申請書どおりに行う

ことができました。 

①「みやぎ夢燈花 2007」を伝えるためにパネル、約２０枚を用意しました。 

  実行委員と当日ボランティアが共同で作業している様子、大人と子ども・障害のある子とない子が

手を取り合って作業している様子、点火式の様子、明かりがともった手作りキャンドルで埋め尽く

された会場の様子、命のストーリー発表の様子など（「みやぎ夢燈花 2007」の活動記録の中から抜

粋）。 

②「みやぎ夢燈花」を理解してもらうためにパネル、約１０枚を用意しました。 

  会長あいさつ文、会の目的と事業、設立経緯、活動実績、これまでの報道記録など。 

③「みやぎ夢燈花 2007」のテレビ報道の録画上映 

  ミヤギテレビ取材・報道のニュース（３分程度）を繰り返し上映しました。 

④会員や協賛者を募るために、会のパンフレットや関連資料を配布しました。 

  

 

書式３ 
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助成金を使って行った事業について、記述してください。（続き） 
⑤パネル展のＢＧＭに、「みやぎ夢燈花 2007」の出演者である荒川知子さんのリコーダー演奏が収録さ
れているＣＤを流しました。 

 ２日間で約８５０名が来場し、「みやぎ夢燈花」の関心も非常に高かった。また、私たちの活動を理

解してくれた団体や個人の方々がたくさん出てきました。 
 
  聖和短期大学の大学祭でも「みやぎ夢燈花」の写真展を開催  
私たちのパネル展示会を前に、１０月２７日・２８日の両日、聖和短期大学で聖翔祭（大学祭）が行

われ、菊池慶子先生のゼで夢燈花のパネル写真展を開催致しました。写真展の会場には、みやぎ夢燈花

で作成したパネルを３０枚を貸し出し、連日役員を送り文化祭を応援しました。学生のなかで興味を示

し、ボランティアを希望する人たちも出てきました。                      
 

 
 
  秋保グランドホテルに常設の写真パネルの展示場を 

平成２０年１月１４日、株式会社東北カラカミ観光秋保グランドホテルの売店前に展示場を提供

していただきホテルの職員の方と一緒に１９枚の写真を展示することができました。 
 
 
 
 
    
 

今回の事業によって、団体全体の活動にどのような成果・効果がありましたか 

 ① 理解者の拡大  

今回３会場で写真パネル展示会を行いました。各の会場に見学に来られた方々が活動に理解を示し

てくれました。 

 ② 協賛者・協力者の拡大 

見学に来た、県会議員・市会議員のかた方が積極的に事業の応援やキャンドル作りの事業に参加し

ていただき、広報活動に協力してくれた。また、地域の企業や商店が理解を示し、協賛者として協

力してくれるようになりました。 

 ③ 事業の推進 

私たちの事業の１つにキャンドル作り体験会を実施しています。その活動がスムーズに行うことが 

でき、各年代、各地域からの参加者が増加しました。 
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今回の事業を、今後どのように展開していきますか 

     また、その際に必要なものは何ですか 

 

 みやぎ夢燈花の広報活動は、今後もいろいろな方法で続けていきたと考えています。

今回限られた場所での活動でしたが、今計画しているのは、市内エルパーク仙台で同様

に写真パネル展示会を４月下旬に実施することが決まっています。そのために、活動資

金は勿論ですが、ボランティアをしてくれる人が必要です。 

 また、「２００８夢燈花」の報告会を行い、組織と事業の拡大を目指したい。 

助成金の使途内訳（具体的に記入してください） 

 

収入の部   

項目 金額（円） 内訳 

ファンド助成金 100,000  

自己資金 19,870  

   

   

   

   

   

合計 １１９，８７０  

 
支出の部   

項目 金額（円） 内訳 

パネル用印画紙 5,940 写真用インクジェット用紙A３ 

インクカートリッチ 17,350 カートリッチ１５個と送料 

CD２枚 5,000 「イーハトーヴウィンズ」 

ビューティパネル 40,950 パネル３０枚 

パンフレット制作 35,500 A３三つ折り ６００部作成 

関連資料の作成 10,000 報道記事のカラーコピー等 

CDプレーヤー 5,130 カセットと送料 

   

   

   

合計 １１９，８７０  
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宮城県労働者福祉協議会様へのメッセージをどうぞ。 

  

 今回、ふくふくファンドの助成を受けて、初めてパネル展示会を行いました。メイン

は南中山地区の開催でしたが、聖和短期大学のゼミで取り上げて頂いたり、ホテルの支

配人の方に認められ、常設の展示場を提供して頂くなど、私たちが考えていたよりもは

るかに予想以上の収穫がありました。 

 また、仙台市議会の先生にご協力をいただき、４月下旬にエルパーク仙台のギャラリ

ーで展示会を開催することが決定しています。開催が不安だった時にこの助成金をいた

だき開催することを後押し頂きました。本当にありがとうございました。 

 

 

 


